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◆ 専⾨分野 

電磁界⼯学 
 
◆ 担当授業科⽬ 

通信⼯学，信号処理⼯学，ベクトル解析 
 
◆ メッセージ 

⼤学で物理学を学んだ後、NTT の研究所で 20 年間研究開発に従事しました。⼊社後はじめの
4 年間は、ミリ波と呼ばれる周波数の⾼い電波と光の融合技術の研究を通し、優秀な先輩⽅から
研究者としての基礎を学びました。その後は、電界・磁界を使った近距離無線通信や、光を利⽤
した電磁界計測技術に関し、基礎研究から実⽤化開発まで様々なフェーズの仕事に携わりました
が、⼀貫して電磁気学に関わるテーマに取り組んできました。 

現代の⾼度な電⼦情報通信技術は、電磁気学という強固な基盤に上に成り⽴っています。単純
さと豊かさを併せ持つ電磁気学への理解を深めながら、個性豊かな近⼤⽣と共に、電⼦情報通信
のブレークスルーを⽣み出す研究に取り組んでいきます。 
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◆ 略歴 

2018 年 4 ⽉ ‒ 現在  近畿⼤学⼯学部 電⼦情報⼯学科 准教授 
1998 年 4 ⽉ ‒ 2018 年 3 ⽉ NTT 先端技術総合研究所 
1996 年 4 ⽉ ‒ 1998 年 3 ⽉ 東京⼤学⼤学院 理学系研究科 物理学専攻 修⼠課程 
1992 年 4 ⽉ ‒ 1996 年 3 ⽉ 東京理科⼤学 理学部 応⽤物理学科 


